
９月議会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　伊藤　秀昭

　事のほか暑い今年の夏を江の島に近い藤沢の長女のところで、過ごしたばあさんが戻ってきて、久しぶりの伊藤家の食卓の会話です。
　「ひであきさん、毎日暑いねえ、溶けそうやわ。ところでさ、私、88歳になったんだけど」

「うん、藤沢でひ孫に囲まれてお祝いやってもらったから、よかったんじゃないの」

「それは、よかったんだけどさ。ちゃんと米寿のお祝いもらえるんやろねえ、市長さんから。市長さん見えるんやったら、羽織来てお迎えしないかんで」

「ばあさん、それはないない。88歳になる人だけでも1000人もおるんやで。「広報とよはし」にのっとるからみしたげるわ」

「なあにい、お祝い金しかないんかねえ。なあにい2万円じゃあないんかねえ。1万円と書いてあるがねえ」

「そうや、今年から1万円減った。それに座布団もなくなった」

「今度の市長さんは、お年寄りに冷たいんやねえ」
「そうじゃないって」

「こんなことも議会で決まったんかね」

「そりゃあ、そうや」

「ひであきさんは、賛成したんかねえ」

「まあね」

「なんで、来年からにしなんだの？あんたも気が利かんねえ」

「ちゃんと、お祝いあげたがね。藤沢へ行くときに」

「それはそれ、これはこれやがね」

相変わらず元気なばあさんと、何にも答えられない娘婿でした。
　今、地方自治体は二つの時限爆弾を抱えているといわれています。一つは臨時財政対策債であります。豊橋市の場合、平成22年度末ではその額は302億円余に達します。この臨時財政対策債は「地方債の元利償還金の一部、あるいは全部を含めた必要経費は交付税の基準財政需要額に算入する」という方針のもとに行われてきたのですが、交付税特別会計が慢性的に数十兆円の赤字を抱えている現状では、後年の交付税措置が確実に行われるという保証はどこにもないという「時限爆弾」です。
　もう一つは、高度経済成長期の1960年代後半から70年代にかけ国や地方は道路や、下水道などのインフラや学校、地区市民館、校区市民館などを次から次へと建設してきました。それらが築後30年から40年を経て更新時期を迎えていて、問題なのはそのための更新・修繕費用を把握している自治体が極めて少ないことです。この「隠れ負債」は解決を先延ばしできないから「時限爆弾」というのであります。
　こうした中で、今年もまた予算編成の季節を迎えています。全国的に「財政が厳しい」という表現が毎年の予算編成方針に使われ始めて、すでに30年以上も経過しています。そして、自治体におけるこれまでの「行財政改革」の取り組みは、基本的には、財源の伸び悩み傾向によって、予算、人員、組織、事業の削減を目指したものであったことは間違いありません。

　しかし、リーマンショック以降の世界的経済危機は、自治体にもこれまでにない多大な影響を及ぼしています。これまでの「削減」目標を数値とした「行財政改革」だけではなく、自治体の「経営」を本格的に考え、実践するという劇的な変化の真っただ中にいると言えます。折しも発表された「基本構想」素案を踏まえ、責任ある行財政運営について市長にお伺いします。
（1）政府の「改革の一丁目一番地」であるはずの「地域主権」についての議論はいっこうに進まない中で、6月22日に閣議決定された「地域主権戦略大綱」、特に「一括交付金」などの認識と対応についてお伺いします。

（2）第５次総合計画素案では本市の「経営改革プラン」に基づき、行政評価を活用した事務事業の見直しや定員管理の適正化による総人件費の抑制などに取り組んできたとされるが、それら行政改革の総括についてお伺いします。。
（3）行財政改革の成否は人・モノ・カネ・情報という経営資源を最大限に有効活用できるかどうかにかかっています。そのために基本的情報の「見える化」、例えば「固定資産台帳」を整備し「公共施設白書」の作成などについてお伺いします。
（4）社会基盤の老朽化に伴う公有資産の有効活用やそれに必要な資金調達の合理化、また指定管理者制度、PFI手法の検証も含めた「ともに生き、ともにつくる」公民連携の今後の取り組みについてお伺いします。
2つめ.ゲリラ豪雨災害にどう対応するかについて伺います
　地球温暖化の影響などで、雨の降り方に変化が生じています。１時間の降水量が50mmを超える豪雨が増加傾向にあり、土砂災害の発生件数も過去10年間の平均で1000件を上回っているといわれています。気候変動による災害続発にどう対応するか。被害が甚大化する集中豪雨や土砂災害の現状にどう対応し、住民の生命と財産をどのように守っていくか。地方自治体に課せられた喫緊の課題であります。

（1）わが地方の近年の気候変動の実態、それに伴う災害被害についてお伺いします。
（2）ハザードマップの普及、それに伴う発令基準について。またそれらはゲリラ豪雨などを想定したものになっているかお伺いします。
（3）今日までの河川行政、治水整備は「50ミリ基準」で行われていますが、見直す考え方についてお伺いします。
以上で、私の第一問といたします。市長並びに、当局の的確な答弁をお願いいたします。
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